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いっぱん質問

影岡　俊範   議員

公
会
計
制
度
へ
の
取
組
と
有
用
性
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か

長
期
的
な
財
政
運
営
に
活
用
、
町
政
に
対
す
る
町
民
の
理
解
を
深
め
る

無
料
の
学
習
支
援
を
目
的
と
し
た
地
域
未
来
塾
へ
の
取
組
は

中
長
期
的
に
子
供
た
ち
を
支
え
る
た
め
、
総
合
的
調
査
研
究
を
実
施

問問
①　

地
方
創
生
の
基
礎
と

な
る
公
会
計
制
度
に
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

②　

人
材
育
成
、
研
修
体

制
は

③　

新
公
会
計
制
度
へ
の

移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

④　

現
状
で
の
問
題
点
は
。

財
政
課
長

決
算
資
料
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
書
類
に
加
え
統
一

「
無
料
塾
」は
当
町
に
は
、

そ
ぐ
わ
な
い
と
の
回
答
。

今
回
の
国
の
施
策
「
地

域
未
来
塾
」
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

教
育
長

文
部
科
学
省
の
施
策
の
一

つ
、
平
成
26
～
31
年
度
に
か

け
て
、
全
国
の
約
半
数
５
０

的
基
準
に
基
づ
き
、
複
式

簿
記
に
よ
る
財
務
書
類
を

作
成
す
る
。

①　

有
用
性
は

Ⅰ　

従
来
の
会
計
で
は
見
え

に
く
い
、
コ
ス
ト
・
ス
ト
ッ

ク
を
把
握
す
る
こ
と
で
中
・

長
期
的
な
財
政
運
営
へ
の

活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

Ⅱ　

町
政
に
対
す
る
町
民
の

理
解
を
深
め
る
だ
け
で
な

く
、
財
政
情
報
は
職
員
の

コ
ス
ト
意
識
向
上
に
つ
な

が
る
。

②　

県
庁
の
研
修
会

　
　

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー

③　

平
成
28
年
度
中
に
固
定

資
産
台
帳
を
整
備
。
同
年

度
決
算
か
ら
財
務
書
類
を

作
成
公
表
す
る
。

④　

統
一
基
準
に
よ
る
デ
ー

タ
を
網
羅
し
た
台
帳
整
備

は
膨
大
な
事
務
量
と
な

る
。

０
０
の
中
学
校
区
で
の
実
施

を
目
指
し
て
い
る
。

当
町
で
は
現
在
中
学
校
で
、

放
課
後
に
個
別
指
導
を
お
こ

な
っ
た
り
、
家
庭
と
の
連
携
を

図
っ
た
り
し
て
い
る
。

地
域
未
来
塾
は
、
運
営
本

部
の
立
ち
上
げ
、
人
材
の
確

保
・
経
費
と
総
合
的
に
研
究

す
る
必
要
が
あ
る
。

す
べ
て
の
子
供
た
ち
が
、

小
中
高
と
連
続
し
て
豊
か
な

教
育
を
享
受
す
る
こ
と
が
基

本
だ
と
考
え
る
。

中
長
期
的
に
子
供
た
ち
を

支
え
る
た
め
に
は
，
先
進
県
・

先
進
地
域
な
ど
の
諸
条
件
を

十
分
調
査
す
る
準
備
期
間
が

必
要
で
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
判
断
し
て
ゆ
き
た
い
。

地域未来塾について

平成31年度までの支援目標数


